
 

保健だより 
 

行田市立長野中学校 保健室 

 

Ｎ０.１１（Ｒ６.２.２発行） 
 

 

花粉症の季節到来！  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

文部科学省が毎年行っている調査によると、中学校での「いじめ」は、「冷やかしやからか 

い、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる」が最も多く、続いて「軽くぶつかられたり、遊ぶふ 

りをしてたたかれたり、蹴られたりする」が多くなっています。また、「パソコンや携帯電話等で、 

誹謗中傷や嫌なことをされる」の件数が増加傾向にあります。 

人は誰でも、生まれながらにして「人が人として、社会の中で、自由に考え、自由に行動し、 

幸福に暮らせる権利（人権）を持っています。いじめは、相手の人権を侵害するもので、許さ 

れる行為ではありません。  

いじめを受けた側が苦痛を感じていれば、それは「いじめ」です。「言葉の暴力」、「仲間はずれ、集団による無視を

する」「嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをしたり、させられたりする」など、相手が困ったり、怒ったりするようなこ

とをして、おもしろがってからかうこと自体が「いじめ」になります。悪質ないじめは犯罪に相当することを知っておきま

しょう。 

また、自分の身に何か困ったことが起きた時や、いじめを見た場合などは、自分一人で抱え込まず、信頼できる大

人に相談することも重要です。「いじめをしない勇気」「誰かに相談する勇気」「いじめを見過ごさない勇気」を持って、

誰もが安心して過ごせる社会にしていきたいですね。 

 

（＊参考文献 少年写真新聞社「心の健康ニュース」  弁護士/兵庫教育大学大学院准教授 神内聡先生 指導)  

 

 

健康的な生活習慣を身につけよう 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

皆さん、この１年間を振り返ってみて、自分自身の生活習慣はいかがでしたか。 

「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムは整っているでしょうか。こまめに手をあらい、清潔なハンカチで手をふき、

爪をいつも短く切っておくという衛生習慣は身についていますか。こまめな水分補給で熱中症やかぜの予防をするこ

とや、いつも良い姿勢を心がけることはできましたか。自分の健康は自分で守ることが大切ですね。 

「心とからだの健康セルフチェック」の項目以外にも、「栄養バランスの良い食生活」、「適正体重の維持」、「適度な

運動」などの良い生活習慣を身につけることは、将来的な病気の予防にもつながります。「健康は１日にしてなら

ず。」子どものうちからコツコツと良い生活習慣を積み重ね、健康な心と体をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころの健康特集 （３）   人をからかうことから始まる“いじめ” 

【お知らせ】 

「心とからだの健康セルフチェック」３回目を実施します。 
（実施期間２/２～２/６） 

 

＊担任の先生から皆さんのタブレットにアンケートが送信されますので、２月６日(火)

までに全員が忘れずに回答してください。悩みごと、困りごとなども気軽に記入して

ください。 

 


